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能性が示唆された。また表層土壌の pHは 1983 年当時と同じく 3.5 ～ 4.2 程度と通常より低かった
が，表層土壌の C/N比の結果から土壌の肥沃度が比較的高いことが明らかになり，これがタブノ
キ林が長期間群落を維持していくうえで重要な役割を果たしていることが推察された。











大正 12 年 12 月 9 日に島自体が天然記念物に指定され，
一層保護されて現在に至っている。冠島の動植物相につ
いては 1928 年から 1956 年にかけて精力的に調査されて
おり（丹，1956），鳥類については冠島調査研究会によ
る年 2回の定期調査が近年実施されているが、その他動

































た。各調査区の概要は表 1に示した。7月 13 日は標高






















　　Sk＝ { Σ（X－X）3/（N－ 1）}/（SD）3
ここで Xは DBH，Nは個体数，SDは標準偏差を表す。
分布の左右対称性を示し，Sk ＝ 0 は左右対称，Sk ＜ 0
は右に偏った分布，Sk ＞ 0 は左に偏った分布であるこ
とを示す。













図 1　アカメガシワ群落（2012 年 7 月 13 日撮影） 図 2　タブノキ－アカメガシワ群落（2012 年 9 月 10 日撮影）
表 1　調査地の概要
アカメガシワ群落 タブノキ－アカメガシワ群落 タブノキ－ヤブニッケイ群落
調査日 7月 13 日 9 月 10 日 9 月 21 日
大きさ 10m× 20m 15m× 20m 11m× 11m
斜度 28° 1° 1°




































タブノキを含む 2つの調査区の平均値は 0.62 ± 0.15 で
あった。以前に冠島で行われた調査（前迫，1985）では







































アカメガシワ 100 11.2 ―
タブノキ ― 43.8 56.1
ヤブニッケイ ― 34.7 31.7
シロダモ ― ― 10.1
トベラ ― 7.2 0.8
ヤブツバキ ― 1.1 1.3
モチノキ ― 1.3 ―












































えで重要な指標であり，分解前は概ね 40 ～ 80 の値を示
し，分解が進むにつれて 10 に近い値で落ち着くと考え
られている（関西総合環境センター，1983）。今回の調
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